
タイトル

整理番号　９－21－１

募集開始日 2025年8月11日（日）10時から 募集締切日 2025年9月12日（金）17時まで

モニター実施日 2025年9月21日（日）14時から18時 言語対応 英語

集合時間 14時 希望ターゲット層 夫婦、パートナー

解散時間 18時 実施事業者名  TintColor

集合場所 TintColor 応募方法 メールにてお問い合わせください

住所 広島市中区上幟町5-7 募集サイトアドレス

交通アクセス JR広島駅から徒歩9分 募集用電話番号 082-962-6858

駐車場 1 募集用FAX番号

駐車場備考 0 募集用メールアドレス tintcolor.tokiroku@gmail.com

最少催行人員 2人

最大受入人員 2人

対象年齢 18歳以上

正規販売予定料金 240,000  円　(2025年8月現在の料金です）

体験モニター料金 無料

体験モニター料金に含

まれるもの

* 日本の伝統的な衣装を着用することに興味がある方

* 広島での撮影に参加可能な方

* 撮影された写真や動画をプロモーション用途で使用すること

に同意いただける方

* 広島観光大使に登録いただける方

撮影内容

* 衣装: 男性は「羽織」「袴」、女性は「色打ち掛け」

* 撮影場所: 広島市内の特別なロケーション

* 撮影内容: プロモーション動画および写真

* 撮影日時: 2025/9/21(日)14時から18時

体験モニター

キャンセル規定

バウリニューアル　人生の節目を歩む、ふたりの婚礼衣裳体験

キャッチコピー
広島で叶えるバウリニューアル

和の婚礼衣裳とその意味を知る特別な時間。専属ガイドとカメラマンとともに、二人の絆を結び直すセレモニー

コンテンツ

の紹介

【ハイライト】

本物の婚礼着物を身にまとい、その文様や色、形に込められた意味や歴史を、専属ガイドが丁寧にご案内。洋服とは

違い一枚の布を

着物を「着るだけ」で終わらせない、深い学びと感動のある文化体験です。

【行程】

集合→婚礼衣裳と小物についてガイドが説明→着付け→撮影場所へ移動（縮景園または広島城）→撮影→メッセージ

の送り合い

【詳細】着物の伝統柄と意味

日本の伝統的な婚礼は衣装として着物が用いられます。着物には多くの伝統的な柄があり、それぞれに秘められた意

味があります。たとえば、鶴は長寿と幸福を象徴し、松は不変の愛を意味します。また、梅は厳しい冬を越えた後に

咲くことから、忍耐と希望の象徴とされています。これらの柄は、結婚式という特別な日に新郎新婦の未来を祝福

し、良い運をもたらすと信じられています。

和装小物の意味

婚礼衣装には、以下の5点の和装小物が含まれています。それぞれには深い意味があります。

懐剣（かいけん）: 新婦を守るための護身用の小刀で、無事と安全を祈願します。

筥迫（はこせこ）: 小物を入れるための小箱で、女性の心尽くしと知恵を象徴します。

末広（すえひろ）: 扇子のことで、「末広がり」と言われるように、繁栄と幸運をもたらすとされています。

帯締（おびじめ）: 帯を支えるための紐で、夫婦の絆の強さを象徴します。

抱え帯（かかえおび）: 着物をしっかりと固定するための帯で、安定と支えを意味します。

着付けのプロセス

着物の着付けは、洋服とは異なり、反物から作られた一枚の布を身体に合わせていく作業です。どんな体型の人にも

フィットするように、一本の紐で留めていきます。帯という幅のある布を結び、全体を支え、その上に「帯締め」や

「帯揚げ」を使って完成させます。

着付けは鏡を見ながら行い、一つ一つの工程を丁寧に説明しながら進めます。これにより、新郎新婦は自身の姿勢や

所作を意識し、より美しく着物を着こなすことができます。

撮影場所とその歴史

撮影場所へご案内する際には、その場所の歴史をガイドが詳しく説明します。上幟町の背景には、長い歴史や伝統が

あり、婚礼衣装を身にまとったお二人の姿を、プロのカメラマンが美しく記録します。着物姿での撮影はもちろん、

二人が語らい合うひとときや、手を取り合う瞬間まで、すべてが一生の思い出として残ります。

メッセージ

最後に、お互いの気持ちを一言で表し、それを写真に添付することで、より一層特別な思い出となります。これによ

り、心からの祝福と感謝の気持ちを形に残すことができます。

備考


